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【手続補正書】
【提出日】平成28年4月18日(2016.4.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
  転相インクであって、
  アモルファス要素と、
  以下の構造を有するジエステル化合物である結晶性要素、
【化１】

  〔ＲおよびＲ’は、同じであってもよく、異なっていてもよく、ＲおよびＲ’は、それ
ぞれ互いに独立して、飽和またはエチレン性不飽和の脂肪族基である〕と、
  任意要素の着色剤とを含み、生体再生可能な内容物を少なくとも２０重量％含む、転相
インク。
【請求項２】
  ＲおよびＲ’は、少なくとも８個から５０個を超えない炭素原子を有するアルキル基で
ある、請求項１に記載の転相インク。
【請求項３】
  前記転相インクが、標準化されたＴＲＯＭ手順によって測定される場合、１５秒未満の
総結晶化時間で結晶化可能である、請求項１に記載の転相インク。
【請求項４】
  前記アモルファス要素が、以下に示す式Ｉの酒石酸エステルまたは式ＩＩのＡｂｉｔｏ
ｌ  Ｅのエステル、
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【化２】

  を含み、Ｒ１およびＲ２は、それぞれ同じであってもよく、異なっていてもよく、Ｒ１

およびＲ２は、それぞれ互いに独立して、アルキル基であり、前記アルキル基は、炭素原
子を１～４０個含み、直鎖、分枝鎖または環状、飽和または不飽和、置換または非置換で
あり、Ｒ３は、置換および非置換のアルキレン基を含むアルキレン基である、請求項１に
記載の転相インク。
【請求項５】
  結晶性化合物が、前記転相インクの合計重量の６０重量％～９５重量％の量で存在する
、請求項１に記載の転相インク。
【請求項６】
  アモルファス化合物が、前記転相インクの合計重量の５重量％～４０重量％の量で存在
する、請求項１に記載の転相インク。
【請求項７】
　結晶性化合物のアモルファス化合物に対する比が、６０：４０～９５：５である、請求
項１に記載の転相インク。
【請求項８】
　顔料、染料およびこれらの混合物より選択される着色剤を含む、請求項１に記載の転相
インク。
【請求項９】
  前記結晶性要素が、１４０℃での粘度が１２ｃｐ未満である、請求項１に記載の転相イ
ンク。
【請求項１０】
  前記結晶性要素が、Ｔ溶融が１５０℃未満である、請求項１に記載の転相インク。
【請求項１１】
  前記結晶性要素が、Ｔ結晶が６０℃よりも高い、請求項１に記載の転相インク。
【請求項１２】
　１００～１４０℃の吐出範囲での粘度が１～２２ｃｐsである、請求項１に記載の転相
インク。
【請求項１３】
　室温での粘度が１０６ｃｐｓより大きい、請求項１に記載の転相インク。
【請求項１４】
　酸化防止剤をさらに含む、請求項１に記載の転相インク。
【請求項１５】
　転相インクであって、
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  アモルファス要素と、
  以下の構造を有するジエステル化合物である結晶性要素、
【化３】

  〔ＲおよびＲ’は、同じであってもよく、異なっていてもよく、ＲおよびＲ’は、それ
ぞれ互いに独立して、飽和またはエチレン性不飽和の脂肪族基である]とを含み、
　　ここで、前記結晶性要素は、テレフタル酸ジメチルまたはテレフタル酸と、アルキル
アルコールとから、アルキルアルコール対テレフタル酸ジメチルまたはテレフタル酸のモ
ル比が２：１になる反応であって、１６０℃～２１０℃に上昇させた温度で溶媒を使用せ
ずに、場合により触媒の存在下で行われる反応から合成され、
　生体再生可能な内容物を少なくとも２０重量％含む、転相インク。
【請求項１６】
　前記アルキルアルコールが、オクタノール、ステアリルアルコール、ラウリルアルコー
ル，ベヘニルアルコール、および、これらの混合物からなる群より選択される、生体再生
可能なアルコールである、請求項１５に記載の転相インク。
【請求項１７】
　前記触媒が、スズ、ビスマス、亜鉛またはチタンを含む、請求項１５に記載の転相イン
ク。
【請求項１８】
　Ａｂｉｔｏｌ　Ｅコハク酸ジエステル、ジメンチル酒石酸およびその混合物からなる群
から選択されるアモルファス要素と、
　テレフタル酸ジステアリル、テレフタル酸ジドコシル、テレフタル酸ジドデシルおよび
これらの混合物からなる群から選択される結晶性要素と、
　任意要素の着色剤とを含み、
　　ここで、標準化されたＴＲＯＭ手順によって測定される場合、１５秒未満の総結晶化
時間で結晶化可能であり、生体再生可能な内容物を少なくとも２０重量％含む、転相イン
ク。
【請求項１９】
　前記結晶性要素が、前記転相インクの合計重量の６０重量％～９５重量％の量で存在し
、
　前記アモルファス要素が、前記転相インクの合計重量の５重量％～４０重量％の量で存
在する、請求項１８に記載の転相インク。
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